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猿島の標高の高い場所であり、標高 40m、標高 39m の 2
か所で発見された。 
日蓮洞窟からは弥生時代の土器や人骨が発見された。
縄文時代と違い、標高の高い場所ではなく洞窟で土器が
発見されたことは、猿島での生活のあり方が変化したと
いうことである。 
猿島は江戸時代中ごろから公卿村の鎮守となった。神
域としての猿島には人が住む、島の物を持ち出すなどす
るとたたりがあるとして祭礼以外は島に近づかなくな
った。 
終戦を迎え、横須賀市は猿島を市営遊園地として猿島
を開放した。 
「４．神聖な場所としての猿島」 
猿島について、日蓮が関係する伝説が多く残されてお
り、「日蓮伝説」、「大蛇伝説」、「ほら貝伝説」、「猿
伝説」などが有名である。 
猿島以外にも 9 の島（岩礁）がありすべてを合わせて
十島、縁起をかついで豊島と呼ばれていた。しかし、島
とはいっても 9 つの島はどれも岩礁であり、島は猿島だ
けであった。 
春日大社は 1716(享保 2)年、堀之内に猿島の春日大社
の拝殿として建てられた。1881(明治 14)年に本殿として
堀ノ内に移動してきた。拝殿だったころは猿島に向かっ
て祈るように作られていた。また本殿が猿島にあったこ
ろ、境内は猿島全体であったといわれている。 
「５．防衛の場所としての猿島」 
1846(弘化 3)年に米大使が浦賀、長崎港にフランスの
船、相模湾にデンマークの船が相次いで来航した。そこ
で、観音崎から旗山、十石、猿島までのラインを防衛の
要として注目をし、猿島が変化をしていった。 
砲台の整備を進めた日本であったが、1853(嘉永 6)年
にペリーが猿島をこえて金沢沖に乗り入れて碇をおろ
し停泊した。日本の大砲の技術力がアメリカと比べあま
りにも低かったため何の脅威にもならなかった。 
日本は開国をし、猿島は海軍の管轄に含まれることが
決まったが、海軍は何も手を加えることがなく、猿島は
だんだんと荒廃していった。 
陸軍所轄になり猿島は主に掘り込み式とし、外からは
様子がわかりにくくした。 
終戦を迎え、防衛の役目を終えた後もそのままの形態
をたもちながら時がたち現在にいたるのである。 
「６．結論」 
縄文・弥生時代において猿島は横須賀の人々にとって生
活の一部でありとても身近な場所であった。しかし、海
抜の変化により段々と猿島が生活の場から離れて行っ
てしまった。そして、中世時代になると一変し、さまざ
まな伝説が生まれ、猿島は神聖な場所となった。管轄の
後退や戦争などの歴史を経て、レジャーや歴史探索など
様々な目的で多くの人が訪れる地となった。 
 かつて人々は猿島を信仰の対象として崇めていた。春
日神社が猿島から堀ノ内に設置する際にも堀ノ内から
猿島に向かって祈るように作られるなど、当時の人々の
信仰心がうかがえる。 
 現代においても海を挟んでみる特別感や、猿島の中に
入った時の外界から隔離された印象を受ける。また、砲
台跡や軍事施設など非日常的な空間を求め人は猿島に
訪れる。 
 これらのことから、人は猿島に対し特別な感情を抱
いていることがうかがえる。伝説やお祭りが今でも続き、
現代まで猿島は神秘的な島として横須賀の人々の心の
支えとして存在している。 
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